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ウェブログを用いた情報・コミュニケーション教育手法の開発

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 修士 2年 松村太郎

概要

　ウェブログ（blog）は近年アメリカで社会
にインパクトを与えるメディアとして形成し、
ツールが輸入された日本でも爆発的普及を見て
いる。個人向けウェブサイトの一形態で、こま
めに記事単位で更新されるという特徴を持つ。
本研究では blog が持つ情報の収集・編集・発
信のためのパーソナルメディアやデータベース
としての効果、コメント受付や参照通知と言っ
た他者との並列的な blog コミュニケーション
の有機性に着目し、今まで困難であった外部と
の強調やディスカッションを行うことにる学習
環境を構築する授業手法を開発する。

情報通信文化論での実験

　本研究のフィールドワーク項目として、
2004 年度春学期に開講された小檜山賢二教授
担当の授業「情報通信文化論」において、履修
している学生・授業スタッフ全員に blog を導
入し、blog を活用した授業を行った。
　授業スタッフは授業用の blog に課題を出
し、学生は自分の blog に課題の回答を行っ
て、授業用 blog の課題エントリーに対して
trackback を送る。これによって課題提出が完
了する。
　これまで授業で提出されてきた課題は、書い
た学生と教員の間でのみ共有されてきた。情報
通信文化論での trackback を用いた課題提出
の方法では、学生同士で提出されている課題を
見ることが可能であり、また学生間での課題へ
のコメントや trackbackの送付も可能になっっ
た。

　このため、これまで起きえなかった、課題を
通じた学生間の情報共有や議論が blog サイト
上で起きると同時に、事前に blog 上でディス
カッションで話される内容が共有されているた
め、週に 1回の授業の際でも有効に作用した
ものと考えられる。
　また blog によるリアルタイム性がある議論
展開の可能性の検証として、教室を閉鎖して
blog のみで 90分の授業に参加するという実験
を行った。学生はインターネットに接続できる
どこからでも授業に参加して良いという条件を
付け、30 分に 1回出される課題に答えるとい
う授業スタイルを実施した。

WebDesigning誌に掲載

　本研究を通じた取り組みや blog を用いた
ウェブデザインのユニークさが評価され、毎
日コミュニケーション刊『WebDesigning』
2004 年 9 月号に掲載された。（修士論文の引
用 P142 ～ P143 に掲載）

修士論文

　本研究は私が書いた修士論文「ウェブログ
を用いたコミュニケーティブウェブ構築手法」
のケーススタディの検証の項目として、実験の
規模や与えられた示唆の面で大きな部分を占め
た。
　修士論文の本研究に関連する項目を 4ペー
ジ添付した。

以上
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ウェブサイト
情報通信文化論 2004年度春学期
http://cafe.sfc.keio.ac.jp/jtb/
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blogデザイン

　サイトは 3段組レイアウトを採用している。
左側のサイドバーには blogのタイトルとなって
いる画像に続いて授業のシラバスが登録してあ
る「syllabus」カテゴリの最新 1エントリーから
概要を表示してある。「syllabus」カテゴリには 1

つのエントリーしか登録されておらず、変更が
ある場合は新たに投稿せずに、既に登録してあ
るエントリーを編集する。左側のサイドバーの
残りのコンテンツは、「assignment」カテゴリに
登録されている課題エントリーの最新 5件、授
業の情報を知らせる「information」カテゴリか
ら 3件、授業で活用する blogに関するテクニッ
クを紹介する「tips」カテゴリから最新 3件をそ
れぞれリストしている。
　右側のサイドバーには検索ボックス、カテ
ゴリリスト、全てのカテゴリを含めた最新 10

エントリーのリンクを掲載している。そして
中央の本文フィールドには、課題情報である
「assignment」カテゴリの最新 3エントリーのみ
を表示させる設定となっている。

教室としての blog

　この blogは「授業ウェブサイト」から発展さ
せて制作している。通常授業ウェブサイトでは
授業の資料や情報を提供する役割を果たすに留
まっているが、このサイトでは課題提出とそれ
らを元にした学生間の議論の場にもしている。
この情報通信文化論では、履修している 150名
あまりの学生全員に blogを導入してもらい、課
題は自分の blogにエントリーをして、そのエン
トリーから授業ウェブサイトの課題エントリー
に向けて trackbackを送ってもらう。trackbackが
登録されれば提出が認められる。
　学生は自分の blogに課題を書き込む、つまり
インターネット上に自分の意見を書き込むこと
になり、課題エントリーには他の学生が提出し
ている課題が全て集まってきて、リンクをたどっ
て読みに行くことが出来る。つまり今までは教

員のみが見ていた学生の課題を、履修している
学生間、あるいはインターネットのユーザー全
員が見ることが出来るという状況を作り出すこ
とになる。blogによる課題提出の過程で、学生
に対して blogが持っている情報の収集・編集・
発信のパッケージを体験してもらう目的もある。
　一方でこの授業とウェブサイトを使って実験
を行った。遠隔授業ならぬ「分散授業」である。
2004年 6月 29日の授業で学生に「授業の時間に
教室には来ないで、ネットの繋がる場所にいて
下さい」とアナウンスをして教室を閉鎖してお
いた。そして 90分の授業中に 3回の課題を blog

に発表し、それぞれ 30分ずつ考えてもらって各
課題エントリーに trackbackをその場で送っても
らった。普段の授業では 90分間で、1人 1分意
見を発表し続けてもらっても一番多くて 90人の
意見しか聞くことが出来ない。ところがこの実
験では同じ 90分間に 150人の学生が blogを通じ
て 3回発言し、それが trackbackとしてウェブサ
イトに集まったのだ。
　これは blogを用いた授業ウェブサイトによる、
情報提供や課題提出以外の活用方法を示唆する
ものであると考えており、意見収集やそれを元
にした blogベースのディスカッションを行う際
に、これまで以上の効率性を発揮したと言える。
blogデザインからコミュニケーションを設計し
ている 1つの例であり、インタラクティブなコ
ラボレーションウエアとしてのウェブサイトを
blogで構築する可能性を示唆を与えてくれるも
のである。
　なおこの blogデザインと活用は、「3.14 Web 

Designing取材」で触れたとおり、（株）毎日コミュ
ニケーションズの月刊誌Web Designingに掲載さ
れた。
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Web Designingの blog特集に登場
http://www.tarosite.net/2004/08/web_desiginingb.html

2004年 8月 18日 1:26

カテゴリ : SYNDICATE　コメント : 1　trackback: 0

　昨日の朝日新聞夕刊文化面に続いて、今日発
売の毎日コミュニケーションズ『Web Designing 

2004/9』の blog特集に紹介されています。90ペー
ジを開くと BOXER小川さんのインタビューが
あるのですが、ここに添えられている BOXER

のトップページのスクリーンショットに小さく
登場。
　そして 100ページに、小檜山師匠と共に受け
たインタビュー原稿が掲載されています。2004
年度春学期に実施した blogを活用した授業、情
報通信文化論のレビューをしています。自分が
作った blogサイトが図解されているのはなんだ
か気恥ずかしいものですね。
　Web Designingは創刊号から愛読している大好
きな雑誌だったので、そこに掲載されるという
のは何ともうれしいものだ。他にも blogの活用
についていろいろ紹介されているので、ぜひ皆
さん読んでみてください。

紙媒体との連動性はまだ低い

　情報通信文化論は、慶應義塾大学 SFCで開講
されている小檜山賢二教授担当の授業で、文化
の多様性と情報通信との関係について学ぶこと
が目的となっている。この情報通信文化論には
2003年秋学期（10月～ 2月）の授業から学生 1

人 1人に blogを導入してもらい、blogの機能で
ある trackbackを使って授業のウェブサイトに対
して課題提出を行い、課題を履修者間で共有す
るという、斬新な授業スタイルを実践している。
Web Designing誌の blog特集では、その特異な活
用方法についての取材を受け、これが掲載され
た。

　このアイディアは 2003年 5月から 6月にかけ
て blogを用いて議論を活発に行っていた時期に
思いついたもので、2003年 10月、2004年 4月に
それぞれ始まった情報通信文化論で実践してい
た。雑誌に掲載されたことで、ネット上に限らず、
小檜山研究室で blog研究が行われていることへ
のアピールとなったと思われるが、tarosite.netに
関しては URLが紙面に載っていたわけではない
のでページビューの増加等への反応はない。
　ところが検索キーワードには「松村太郎」
が上位に入っている。これは朝日新聞と Web 

Designing誌に名前が掲載されたことで、その名
前から検索エンジンに当たってページに訪れる
ユーザーの流れが出来たものと考えられるが、
「松村太郎」で検索して tarosite.netに訪れたのは、
全検索キーワード中わずか 2.7%、4位に留まっ
ている。
　ちなみに 2004年 9月号 Web Designing誌 blog

特集には、日立 BOXERのスクリーンショット
が掲載されているほか、私が blogを用いたデ
ザインを手がけた参議院議員ふじすえ健三氏の
ウェブサイトも掲載されている。
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fig 3.14.32 Web Designing

2004年 9月号 P100

（株）
毎日コミュニケーションズ
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fig 3.14.33 Web Designing

2004年 9月号 P101

（株）
毎日コミュニケーションズ




